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１．研究計画の概要 

 病気をコントロールしながら生活してい
る人々が、病気であることによって、あるい
は病気の管理に必要な養生法を続けようと
するときに、①他者（自分以外の個人、集団、
組織）のどのような反応（言語表現・行動）
に直面しているか、および②他者の反応（言
語表現・行動）に対して病気である個人はど
のような思いを抱いているか、③自分の病気
のことを誰にどのように伝えているか、その
ように伝えている理由は何か、④自分の病気
を他者に伝えようとしたときに躊躇した経
験、⑤自分の病気を他者に伝えるときの難し
さが日々の養生法にどのような影響をもた
らしているかについてインタビューを実施
し、病気のある生活における他者への「言い
づらさ」がどのような実状にあるかを明らか
にする。その結果をふまえ、人々がどのよう
なサポートを求めているかを導き、検討する。 

また、病気のコントロールをしながら生活し
ている人々にケアを提供している看護職者
にインタビューを実施し、わが国の文化にお
ける他者への「言いづらさ」を看護職者がど
のように捉え、どのようなケアを提供してい
るかを明らかにする。それらの結果をふまえ、
人々が生活の中で求めている支援内容と、実
際に提供されているケア内容との両者を分
析し、これからの看護のあり方を検討する。
これらの検討を通して、生活の中で養生法を
続けることが求められる慢性の病い（クロニ
ックイルネス、chronic illness）の領域にお
ける人間のとらえ方、健康のとらえ方、およ
び環境のとらえ方について看護学的に特性
を導き、看護のあり方を追究し、看護理論の
基盤を構築する。 

なお、本研究においては、病気の生活として
糖尿病（1 型・2 型糖尿病等）、精神疾患（統
合失調症・依存症等）、ストーマをもつ人々
（オストメイト）および HIV 感染症などの
慢性特性の病気をもつ人々の生活に焦点を
あてる。ここにおける病気の慢性特性は、J.

コービンと A.ストラウスによる「chronicity： 
長く続くという慢性状況の特性」の考え方に
基づく。また、インタビューの実施に際して
は、R.アトキンソンによるライフストーリー
インタビューと M.ブーバーによる対話
（Zweisprache）の考え方を基盤として実施
し、インタビュー内容からアーキタイプ（元
型）を見出していく。 

２．研究の進捗状況 

 R.アトキンソンによるライフストーリー
インタビュー法に基づき、慢性の病い（1 型・
2 型糖尿病、パーキンソン病、ミトコンドリ
ア脳症、HIV 感染、精神障害、炎症性腸疾患）
とともにある人々にインタビューを行い、イ
ンタビューの内容から人生の段階、あるいは
インタビュー協力者の関心に基づいてそれ
ぞれのライフストーリーを描き出し、インタ
ビュー協力者による内容の確認を得た。その
上で、日々の生活の中でどのような「言いづ
らさ」があるのかについて検討を行なった。
「言いづらさ」として表現された状況とそこ
に登場する人物は多様であったが、複数のラ
イフストーリーの中で同様の状況と思いが
語られていた。人々は他者に配慮するがため
に病気について話せなくなることがあり、そ
れは家族であっても同じである。また、自分
の病気について力を振り絞って他者に伝え
ようとするが、分かってもらえない事態に直
面すると、その後は病気について言いづらく
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なったり、言えなくなったりすることがあり、
病気について言えない状態で人間関係を継
続しているとそのことに後ろめたさや辛さ
を抱くことが考えられた。さらに、多様な状
況の中で、他者にどのように伝えるかは一律
的に考えることができないということに気
づくと、その瞬間から、人は他者の話を聞き
支える側に移行するという新たな状況が生
まれることが示され、援助の必要性が示唆さ
れた。（平成 20 年度実績報告書より） 

 これらの結果をさらに紐解くと、慢性の病
いにおける他者への言いづらさは、病気の発
症に伴い、言わざるを得ない状況に遭遇する
ことで他者に病気について話をしてみるが、
自分が期待するようには分かってもらえず、
その時の他者の反応によって「言うことによ
る‘傷ついた体験’」が導かれる。それは「な
ぜ言えないのか」に繋がる。また、このよう
な経緯により言えない状況に至った場合や、
病気の発症時期から周囲の人々に知られな
いようにしている場合などは、病気でないよ
うに装ったり、社会的交流を縮小したり、他
者の期待に添えないことで怒りを買うなど、
自己の中での抑圧感や他者からの厳しい対
応に直面し、「言えないことによる‘傷つい
た体験’」となる。 
 人々はそのような中でも何とか自分なり
の生き方をしようと試み、生きるための工夫
として「言う人と言わない人に一線を引く」
ことで開かれた対応が可能となる。さらに、
このような生活を長期に亘って続ける中で、
自分の身体状態の変化や周囲にいる人の変
化等により、以前には躊躇していたことが自
然に言える瞬間が生まれ、「言いづらさにい
つか生まれる変化」となることが考察された。
（平成 21 年度実績報告書より） 
 また、平成 21 年度および 22 年度はユング
の「元型論」について研究会を開催し、「い
ま、なぜユングか－『元型』論と現代」「元
型論」の抄読会を行ない、日々の生活を営む
私たち人間の心の在りよう、そしてその共通
性がどのように生まれるのかに接近するた
めに元型論の内容に触れながら検討を行な
うとともに看護職者への聞き取りを行った。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。上記研究計
画の概要に沿って研究が進んでいる。 

４．今後の研究の推進方策 
 2011 年度は看護職者を対象としたインタ
ビュー内容から慢性の病いをもつ人々の「言
いづらさ」を一層明らかにするとともに、看
護職者の「聞きづらさ」についての分析を深
め、慢性の病いの領域における人間のとらえ
方、健康のとらえ方、および環境のとらえ方
について看護学的に特性を導き、看護のあり
方を追究し、看護理論の基盤を構築する。 
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